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1) Francois Quesnay & Physiocratie， 1I. Textes Annot白， !，団itutNational D' etudes Demo 
graphiques， Paris 1田B.p. 675 


























経論叢，第36'~き第 b ・ 6 号〉が，氏自身の調査旅行の報告をvねて，この間の事情を物語っているー
経済表のプロプνマティ ク ( 5) 5 
第 3版の「技粋」は，その表題が第2版と同様， ExtraIts des品conOffilesro 
yales de M. de Sullyであ名。この表週中 economiesroyalesの語が復数巴
あることに注恵。それは「土国経倫ω諸法」と意訳した方が，原怠をより適切
に示すものである。また E叫raitsは，たんなる抜粋ではなく「精髄」または




















































































ったが，経済学者である前に生理学者として， )ls回 physiquesur l'economie 
animaleという浩;翁な医書士刊行していた。この書名の邦訳としては「動物生






















心 Lutre.E. Dictionnaire de langue francaise. I. p. 433 









































































































































































































































ない ζ と ーこの点にこそスミスの嵐鈍さがある」υ (Das KapitaI Bd. 2. S 
364) 
「スミスにおいては「同定』左「流動』とし、う言葉が決定的な区別として把
糎きれ固持されていること， そこに， λミλにおける退歩があるJ0 (Das Ka-
pitaI Bd. 2. S. 364) 
「スミスはケネーの正しい分析に対していらね手を加えたJ Iケネーの『原
前払い』と『年払い』を「固定資本~ w流動資本』とに一般化したばかりでなく，
しばしば重農主義的誤謬にスミスは全く逆もどりしているJ(Das KapitaI Bd 







λ ミλ の「退歩」が重大な体系的な意味をもつからである。つまり (V十M)
へのCの還元の後には，価値分解物と価値構成物とが同一事象として展開され，
資本主義的生産過程分析と分配=領有過程分析とが同等なものとされるからで


































また， より根康的に， ケネーにあ勺ては，生産資本循環 (P...P)のうちに
芋まれた商品資本循環 cw-..wつを独自化し，そのうえに立脚する必要が自覚




























フランスの精神科医 J.Gabelが，それから学んで AnteFestiumを対概意とする PostFestium 
の範鴎を精神医学と社会科学に汎通するものとして措定した。 J.Gabel: Lafausse conseience 
1968， Paris 
























「経済表~J (上，中ーし中 2，下) (子葉大学教養由市t:9t報告A-13，14， 14続， 15が主主
細をつくしているo
め この点は前記の PostFe鉱山m とともに展開する予定であったが，紙幅の余裕を得なかった。
他日を期したい。
経済表のフロフレマティー ク (21) 21 
ここで Esoterishと Exoterishとは「秘教」と「顕教」の対比概念であり，
前者は内密の秘儀を，後者は通俗の祭儀を示す"。
スミスは p...p循環に内在することによってまさしく内面の秘儀を語り出し
た。スミスの rWissenschaftlichな本能」とマルクスが呼び，また「経済学に
おけるノレター」とマルク月がスミスを評したのは， このことに注目してのこと
である。
すべてが生産的労働の聖なる火から始まるスミ λ の，勤労の体系は，価値分
解=構成論という虚構の構築にささえられて，資本主義的産業社会の「経済」
を，骨格なき軟体動物の永遠の「生理」と Lて，表白していくりである。
ケネーから見たスミス。
これを私は，ケネーの新訳を終えていま，眼前にする。それが果たして正当
であるかどうか，より仔細な吟味を要するであろう。しかしここに‘経済学の
両始祖の根底を培ったものを改めて掘り起すことによって，学史研究における
一つの問題設定を試みた。古拙の偉大さを現代にいかしえたか，はなはだ不安
であるが，これをもってひとまず責をふさぐことにさせて頂きたい。
(終り〕
